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お客様とのかかわり
確かな品質、安心して使用できる商品の提供はもちろん、

信頼できるメーカーであるべくお客様とのコミュニケーションを大切にしています。

お取引先とのかかわり
カシオはお取引先との信頼関係を強固にするため、

下記のような取り組みを実施しています。

調達方針 技術交流会・展示会
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お客様にお届けする商品への信頼と感動を通して
　カシオは、お客様のご期待に応えた商品

やサービスを提供し、「満足」を超えた「感動」

をもたらすべく、商品開発やサービスに努

めています。商品開発においては、お客様が、

「何を要望しているのだろう」、「どんなモノ

が欲しいのだろう」、「どんなモノが便利に

なるのだろう」と常に考えて、お客様の「必要」

を創造するべく絶えず取り組んでいます。

カシオの「品質」は、その創造した「必要」

＝「商品」の確実な保証を裏付けるもので、

お客様が、使

いやすく、長く、

安心して、お

使いいただけ

るよう万全を

期して取り組

んでいます。

お客様に安心して商品をお使いいただくために
　カシオの商品をお求めいただいたお客

様に安心して、快適に商品を使い続けて

いただくため、商品に万が一不具合が発

生した際の修理や消耗品の手配等迅速

に対応できるよう万全なサービス体制で

臨んでいます。

お客様とのコミュニケーションを大切にするために
　カシオは、お客様とのコミュニケーションを

大切にします。それは、カシオというメーカー

をお客様に信頼していただき、末永くお付

き合いいただきたいと考えているためです。

お客様相談センターの活動

　お客様相談センターでは、お客様のご意

見、ご要望、ご質問をお受けする際、お客

様のご意向を充分に汲んだ上で、取り組む

よう次のような基本姿勢で臨んでいます。

・迅速、的確、丁寧な応対

・お客様のご発言を真摯に受け止め、事実を的確に把握
・お客様の視点で解決につなげる努力

・お客様の声を改善へ
　

　そのため、適性人材の配置、コミュニケー

ションスキルやテクニカルスキルの向上に励

みつつ、お客様の「ありがとう」の一言を糧

として、今日も活動を行っています。

表彰制度

　2004年4月に主要お取引先200社を集

めて、資材調達に関する説明会を開催し

ました。この中では、お取引先との協業体

制をさらに拡大し、スピードアップすることの

必要性、新しいパートナーシップの実現に

向けた施策として、コスト競争力、技術競

争力、納期の遵守やグリーン調達への対

応等といった総合対応力によりお取引先を

評価することなどをお伝えしました。　

 また、今後カシオと取引を希望される国内・

国外の競争力のあるサプライヤーに対して、

国籍・企業規模・取引実績の有無にかか

わらず、オープンで公正かつ公平な参入機

会を提供しています。

 サプライヤーの選定にあたっては、製品

開発サイクルの短縮・多機能化・納期の短

縮に伴うコスト競争力、技術競争力、リード

タイムの短縮

化に対応で

きるよう、お

互いのパー

トナーシップ

を構築して

いきます。

　LSIメーカーを中心に、新しい技術の開

発やデバイス部品などをいち早くご提案し

ていただけるように、技術交流会や展示会

を開催して、お取引先とのコミュニケーショ

ンを図っています。

■調達方針説明会 ■技術展示会

■全社品質高揚運動推進会議 ■商品開発の業務プロセスとマネジメントシステム■カシオの品質

信頼第一の品質活動

「品質」を保証するため、商品の企画、設計、評価、

購買、生産、販売、サービス、リサイクル、廃棄まで

の各業務プロセスに関する各種社内規格を作成

し、遵守徹底の仕組みを運用し、「品質」の向上

に努めています。

お客様満足度調査活動

　カシオ商品のお客様満足度調査を定

期的に実施し、商品の機能、性能、デザイ

ンはもとより、使い勝手やサービス対応な

ど商品ごとに調査し、お客様の声を次の

商品に反映するべく努めています。

　カシオは、お客様とともに商品を育てて

行ければと常に考えています。

サービス部門の使命
迅速な対応
一刻も早くお客様のもとへ商品をご返却できるよう、修理日程短縮に向けた部品調達面、修理体制面、修理技術面の業務
改善に取り組んでいます。

信頼できる技術
満足していただける修理品質でお客様の信頼に応えるため、修理技術の向上に努めています。

より安価に
修理コストを抑え、お客様のご負担をなるべく軽くし、ご納得いただける修理費を実現するため、効率の良い修理へと工夫に
努めています。

商品ライフ･プロセスチェーン

環境アセスメントレビューシステム

カシオ環境会議

品質・環境情報支援システム

市場情報対応処理システム

ハード・ソフト新製品量産化決裁システム

全社品質高揚運動推進会議
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■お客様とのコミュニケーション窓口「お客様相談センター」

カシオの品質

機能・性能
デザイン
価格

環境保全
リサイクル

信頼性
耐久性

安全性
適法性

サービス性 　2004年度から、お取引先の中で、カシオの考えにご理解とご協力をいただいたサプライヤーを対象に表彰を行っていきます。

「環境経営報告書を読む会」を開催
　ステークホルダーの方 と々のコミュニケーションを図るために、2004 年6月

に「環境経営報告書を読む会」を開催いたしました。        

　今年が初めての試みということもあり、ステークホルダーであるカシオ従業

員と、制作サイドとしての品質・環境センターおよびＣＳＲ推進室が相互コミュ

ニケーションを通じてカシオの環境経営に対する理解を深めてもらう目的で

実施し、カシオ従業員６名（コンシューマ、時計、システム、デバイス部門設計

者、包装技術設計者、人事部）に社外から２名（海野みづえ氏、飯島ツトム氏）

の方 を々加え計8名のステークホルダーの方々に参加していただきました。

　カシオの環境経営活動の説明には、｢環境経営報告書2004｣ドラフトを

使用し、カシオの環境経営、ＣＳＲ活動に対するご質問やご意見をいただき

ました。        

■飯島ツトム氏

■環境経営報告書を読む会

■海野みづえ氏

◆「環境経営報告書2004」に対する
　ご意見の中で今後の課題となるもの

◆課題に対する取り組み  

・ WEEE&RoHSに対する具体的な取り組みが系統立てて掲載さ  
   れていない。
・「プロジェクト単位の環境投資効果事例              」、「LCA評価
  事例               」 の内容をホームページ上で動画としてシミュレー
   ションで示すと、子供達にもわかりやすく環境教材にもなる。
・「お客様とのかかわり              」のページに、店頭でのお客様との
　コミュニケーションについて記載したらどうか。
・トップコミットメント、カシオ環境行動目標から本文までの流れがわ
   かりづらい。
・社会的責任の各ページのタイトルを、例えば「お客様を通じて…
　する」と表記し、具体的な行動を記述したらどうか。
・対談の中で語られているCSRの方向性が報告書本文の中で
　説明されておらず、報告書としてのつながりに欠けている。

　ご指摘をいただいたご意見については、真摯に受けとめ、今後の
環境経営活動や報告書に反映させることで、次の改善につなげていき
たいと考えています。      
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